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クリ“ミエ”イティブ実証サポート事業募集要領 

事業概要 

【求めるアイデア】 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う新たな地域課題・社会課題の解決や、「新たな日常」の実現に

向けて、国内外の大企業・スタートアップ等に対して、実証・実装事業を募集しています。 

実証・実装事業によって、地域の課題解決に繋げるとともに、全国に先駆けて、三重県において感染防

止対策や新しい生活様式のモデルが構築されることを期待しています。 

【募集期間】 

第 1 期： 2021 年 ６月 30 日（水）～2021 年 8月 2日（月）正午 締切 

第 2 期： 2021 年 9 月 1 日（水）～2021 年 10 月 1 日（金）正午 締切 

※補助金には上限があるため、第 1 期で採択した事業者の申請予定金額が、予算額を上回る場合

は、第２期の募集を行いません。（合計で 15 件程度の採択を予定） 

【応募方法】 

本 WEB ページのエントリーフォームからご応募ののち、事業に係る説明資料を事務局あて、メールでご提

出ください。 

なお、ご応募の際には以下の「事業詳細」をご覧ください。 

【お問合せ】 

クリ“ミエ”イティブ実証サポート事業運営事務局（村川・高野）：cremie2021@tohmatsu.co.jp 

 

事業詳細 

１．本事業の目的 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、世の中の考え方・働き方は大きく変わってきており、感染収

束後は感染拡大前の日常には戻らず、アフターコロナの新常態（ニューノーマル）となっている可能性が

高くなっています。 

本事業では、こうした動きに伴い発生する新たな地域課題・社会課題の解決や、「新たな日常」の実

現に向けて、革新的なビジネスモデル・テクノロジーで対応しようとする国内外の大企業・スタートアップ

（第二創業・企業の新規事業を含む）等からアイデアを募集し、開発のサポートや実証実験・社会実

装の支援等を行うことで、地域の課題解決に繋げるとともに、三重県から、全国に先駆けて感染防止対

策や新しい生活様式のモデルが構築されることを目指します。 
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２．事業内容 

事業者様には、以下のプログラムに沿って実証事業を行っていただくことを想定しています。 

ご応募  事業者様は、本 WEB ページのエントリーフォームに必要事項を

入力したのち、事業に係る説明資料を事務局にメールで提出し

てください。 

書類審査  審査会で、エントリーフォーム・説明資料に基づき審査を実施しま

す。 

※事業者様のご参加は不要です。 

 審査結果は、事務局よりご連絡いたします。 

 

プレゼンテーション審査  書類審査通過の連絡を受けた事業者様は、プレゼンテーション

資料を事前に提出いただいたのち、オンラインでのプレゼンテーショ

ン審査にご参加いただきます。 

 審査は、発表時間 5 分、質疑応答 7 分を予定しております。 

 審査結果は、事務局よりご連絡いたします。 

 別途、プレゼンテーション審査を通過した事業者様には、事務局

より採択通知をお送りします。 

実現可能性調査  採択後、事業者様、三重県、事務局、想定する連携先で打合

せを行い、実証事業計画のスケジュール、必要な支援、実施内

容について確認し、関係者間での合意形成を行います。 

 関係者間の合意形成が行われた後、実証事業に進んでいただ

きます。 

 関係者間での打合せの結果、必要に応じて実証事業計画を修

正いただく可能性がございます。 

実証・実装  実証事業計画に基づき、実証・実装事業を行っていただきます。 

 実証・実装期間中、定期的に（月 1 回～）三重県・事務局に

実証事業の進捗を共有いただきます。 

※進捗の共有方法は個別にご相談させてください。 

効果検証・成果報告  実証・実装事業の内容及び成果を、一般の方々にも公開する

成果報告会でご発表いただきます。 

 実証事業終了後、実証・実装事業の内容及び成果を取りまと

めた実績報告書をご提出いただきます。 

最終の打合せ  成果報告会後、三重県での今後の活動予定等を伺います。 
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３．応募資格  

 

主な応募条件は、以下に掲げるすべての事項を満たしていることとします。 

なお、応募には、業種の制限はありません。国内外を問わず熱意ある事業者の皆様のご応募をお待

ちしています。 

 

1. 国内外の大企業・スタートアップ（第二創業・企業の新規事業を含む）等、何らかの法人格を持

つ団体であること。 

2. 三重県内で、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い発生する新たな地域課題・社会課題の解

決や、新しい生活様式の実現に係る実証実験もしくは社会実装を行うこと。 

3. プログラム終了後に、三重県内での継続的な実証実験の実施や社会実装に向けた具体的な計

画を有していること。 

4. 期間中の全てのプログラム（三重県・事務局との定期面談、成果報告会等）への参加が可能で

あること。  

※定期面談は原則オンラインでの実施を予定しているが、必要に応じて対面での実施もあり得る。 

5. 法人の役員または経営に実質的に関与している者が、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業、そ

の他これらに準ずる者 暴力団員でなくなった日から 5 年を経過しない者 （以下これらを「暴力団

員等」という。） に該当しないこと及び次の項目のいずれにも該当しないもの。 

（ア）暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること。 

（イ）暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること。 

（ウ）自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもっ

て行動するなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること。 

（エ）暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をして暴力団員等に

対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる関係を有する

こと。 

 

４．募集テーマ 

本事業では、6 つのテーマで募集を行います。提案する事業に近い募集テーマを下記より１つお選びく

ださい。 

なお、上記のテーマ以外に係るアイデアにつきましても、「１．本事業の目的」と合致するアイデアであり

ましたらご応募は可能です。エントリーフォームの「提案予定の事業テーマ」より『上記以外』をお選びくださ

い。 

募集テーマ 募集テーマの取組例 アセット 

次世代モビリティ  超小型EVや自動運転車等の離島・ 離島や過疎地域等の実証フィールドの



4 

 

過疎地域等での新たな交通手段の

創出 

 生活物資や宅配便配送手段として

のドローンの活用 

 観光や生活移動手段としての空飛ぶ

クルマの活用 

提供 

 空飛ぶクルマの社会実装に協力的な

自治体 

 その他提案者が求める県庁所有の情

報や設備 

脱炭素  移動シェアリングサービス等による排出

ガスの削減 

 食品や衣類など廃棄予定商品の利

活用サービス等によるごみの削減 

 デジタル技術を活用した脱炭素への

機運醸成や行動変容促進 

 三重県気候変動適応センターやミッショ

ンゼロ 2050 みえ推進チームとの連携 

 ゼロカーボンシティ宣言市町等との連携 

 その他提案者が求める県庁所有の情

報や設備 

 

防災  有事での防災分野での活用を見据

え、平時の機能の中に落とし込んだ

製品・サービスの創出  

 準天頂衛星（みちびき）からの衛星

データを活用した災害・防災・インフラ

点検・警備等への応用 

 みえ防災・減災センターとの連携 

 準天頂衛星みちびきの利用導入支援 

 その他提案者が求める県庁所有の情

報や設備 

ヘルステック  AI や ICT、ロボット等を活用した病院

や介護施設での職員の働き方改革

に関する取組 

 住民の健康寿命延伸に対する取組 

 女性の健康（フェムテック）や働き方

を支えるテクノロジーを活用した取組 

 県内医療機関および介護施設等の連

携 

 その他提案者が求める県庁所有の情

報や設備 

一次産業  衛星データを活用した農業・林業・水

産業の生産性向上 

 AI や ICT、ロボット等先端技術を活

用した農業・水産業のスマート化 

 森林資源情報のデジタル化等による

林業の収益性向上 

 漁協、農協、研究所等との連携 

 その他提案者が求める県庁所有の情

報や設備 

観光  コロナ禍・アフターコロナにおける広域

的な観光による地域活性化 

 AI や IoT を活用した誰もが安全安

心快適に過ごせる観光地づくり 

 スマートツーリズム（バーチャルツアー

等）による魅力発信 

 県内のワーケーション施設や観光事業

者との連携 

 その他提案者が求める県庁所有の情

報や設備 
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５．応募方法 

（１）応募スケジュール 

募集開始 第 1 期：2021 年６月 30 日（水）WEB ページ上で申請受付開始 

第 2 期：2021 年 9 月 1 日（水）WEB ページ上で申請受付開始 

※補助金には上限があるため、第 1 期で採択した事業者の申請予定金

額が、予算額を上回る場合は、第２期の募集を行いません。（合計

で 15 件程度の採択を予定） 

オンライン説明会 第 1 期：2021 年 7 月 14 日（水）13:00～14:00 予定 

第 2 期：2021 年 9 月 14 日（火）13:00～14:00 予定 

【実施内容】 

・三重県及び事務局から、募集要領のご説明をさせていただきます。ま

た、ご参加いただいた皆様からの質疑応答に対応いたします。 

【参加方法】 

・ご参加をご希望される方は、下記事項を記載のうえ、メールにて開催日

の前日正午までに事務局にご連絡ください。 

（１） 会社名 

（２） 本社所在地 

（３） 担当者名 

（４） 連絡先メールアドレス 

（５） 参加人数 

（６） 興味のあるテーマ 

（７） 応募意思（１．応募予定2．説明会を聞いて判断３．

次回以降を検討） 

（８） 応募時点の質問事項 

※質問は当日の説明会でも受け付けます。 

クリ“ミエ”イティブ実証サポート事業運営事務局（村川・高野）：

cremie2021@tohmatsu.co.jp 

【その他注意事項】 

・ZOOM を使ったオンラインでの実施を予定しております。 

・参加の有無は審査に関係ありません。 

募集終了 第 1 期：2021 年 ８月 2 日（月）正午 締切 

第 2 期：2021 年 １０月 1 日（金）正午 締切 

 

※第 2 期は募集テーマ等、内容を変更する可能性があります。 

mailto:cremie2021@tohmatsu.co.jp
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（２）応募方法 

１．本 WEB ページのエントリーフォームで必要事項をご入力ください。 

２．エントリーフォームの内容をご確認の上、ご送信ください。 

３．エントリーフォームの送信に加えて、別途、下記事務局のメールアドレス宛に、「実証事業 説明資料」

を送付してください。 

事務局のメールアドレス(cremie2021@tohmatsu.co.jp） 

※「実証事業 説明資料」について 

・「実証事業 説明資料」には、以下の（ア）～（エ）の内容を含めてください。記載方法は自由で

す。 

下記の内容が含まれているものであれば、既存資料の活用も可能です。また資料が複数に分かれて

いても問題ありません。 

（ア）事業者概要 

（イ）想定している実証事業の内容 

（ウ）審査項目（「５．審査・採択」を参照）ごとのアピールポイント 

（エ）その他のアピールポイント（任意） 

・「実証事業 説明資料」は、PDF 形式で 10MB 程度の状態でご送付ください。 

事務局が「実証事業 説明資料」を受領したのち、ご応募いただいた事業者様に、3 営業日以内に受付

完了のメールをお送りいたします。3 営業日以内にメールを受信されなかった場合には、以下連絡先までご

連絡ください。 

 クリ“ミエ”イティブ実証サポート事業運営事務局：cremie2021@tohmatsu.co.jp 

 

（３）その他注意事項 

1. 応募情報に不備があった場合には、審査の対象とならないことがあります。 

2. 応募時点で本事業の応募情報に含まれる秘密情報（知的財産権に関する秘密情報を含みま

す。）ないし個人情報に関して、三重県及び事務局であるデロイトトーマツファイナンシャルアドバイ

ザリー合同会社の判断で、審査員、専門家、マッチングをおこなう事業会社等に対し、本事業の実

施に必要かつ相当な範囲で開示及び使用することに同意をいただく必要があります。 

 

６．審査・採択 

（１） 審査スケジュール 

書類審査 第 1 期：2021 年 ８月 10 日（火） 

第 2 期：2021 年 １０月 8 日（金） 

・ご応募いただいた事業者様に対して、エントリーフォーム及び「実証事業 

説明資料」基づき審査を行います。 

・書類審査は事業者様の参加は不要です。 
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・審査後、3 営業日以内に事務局より結果を通知します。 

プレゼンテーション審査 第 1 期：2021 年 8 月中旬～下旬 

第 2 期：2021 年 10 月中旬～下旬 

・日程については、決定次第、HP で告知するとともに、書類審査の採択

通知時に具体的な日時を通知します。 

・書類審査を通過した事業者様に対して、審査委員会において、プレゼ

ンテーション資料（※１）及びプレゼンテーションに基づき審査を行いま

す。 

・プレゼンテーション資料は、審査日の 5 日前までに事務局までご提出くだ

さい。 

・プレゼンテーションの時間は、各事業者様5 分の発表、7 分の質疑応答

を予定しています。 

・プレゼンテーション審査は、ZOOMを使ったオンラインでの実施を予定して

います。 

・審査後、3 営業日以内に事務局より結果を通知します。 

※１ プレゼンテーション資料は、エントリー時にご提出いただいた「実証事

業 説明資料」をお使いいただくことも可能です。 

 

（２）審査基準 

審査基準に基づき、外部有識者・県庁関係課等により構成する審査委員会において審査・採択を

行います。 

審査基準は、以下のとおりです。 

課題へのインパクト 実証事業の結果、募集テーマの課題解決に大きな貢献がなされるこ

とが期待できるか。 

市場規模 三重県内での実証実験もしくは社会実装を通じて得られた成果を、

全国に展開することを視野にいれた事業か、また一定の市場規模が

見込めるか 

意欲・実現可能性 事業に対する意欲・熱意が高く、事業者のチーム体制、スケジュール、

事業費等を踏まえて、実証事業の実現可能性が高いことが期待でき

るか。 

県内定着性 プログラム後も三重県内に根付くことが期待できるか。 

三重県の全体方針との合

致度 

実証事業が、募集テーマと合致していることに加えて、三重県の全体

方針である「みえ県民力ビジョン」

（https://www.pref.mie.lg.jp/VISION/）と合致しているか。 

（以下、「みえ県民力ビジョン」の３つの柱の概要と具体的なアクショ

ン。） 
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3 つの柱の概要 具体的なアクション（例） 

１．豊かな自然環境の中で、

人と人、人と地域、人と自然の

つながりを大切にし、命と暮らし

の安全・安心が実感できること。 

 障がい者の自立と共生 

 環境への負荷が少ない 

２．一人ひとりが個人として尊

重され、個性や能力を発揮して

夢や希望の実現に挑戦でき、

生きがいと地域の活力を実感で

きること。 

 女性活躍とダイバーシティ

の推進 

 市町との連携による地域

活性化 

３．地域の資源や特性を生か

し、新しい産業構造を拓くことに

より、多様な就業機会に恵まれ

た経済の躍動を実感できるこ

と。 

 多様な働き方の推奨 

 国際展開の推進 

 Society5.0 時代の産業

の創出 

 

 

（３）採択結果の公表及び通知 

1. 書類審査、プレゼンテーション審査のいずれも通過し採択された事業については、本Webサイトにおい

て公表します。 

2. 採択・不採択に関わらず、応募者全員に対し、事務局から結果の通知を行います。 

 

７．サポート内容 

 

採択事業は、採択後に、以下のサポート内容の活用が可能となります。 

 

サービス内容 詳細 

コーディネーターによる 

ハンズオン支援 

採択事業者毎に、三重県・事務局でそれぞれ1名ずつ担当をつけ、事業

に関する様々な相談に応じます。 

専門家からの 

メンタリング機会の提供 

事業を進める上で、第三者の知見・ノウハウが必要となった場合には、適

切な専門家を探し、マッチングの機会を提供します。 
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認知度向上に向けた 

情報発信支援 

採択事業者及び事業を、本WebサイトやSNS上で紹介し、認知度向

上に貢献します。 

協力者や顧客等の 

マッチング支援 

事業を行う上で必要となる協力者や実証フィールド（例：県内事業者・

遊休施設等）とのマッチングや、ファーストカスタマーのマッチングを支援しま

す。 

なお、昨年度の連携先事例は以下の通りです。 

・三重県商工会議所連合会、四日市市一番街商店街、四日市市商

工会議所、ミキモト真珠島、鳥羽水族館、海の博物館、アリストダイバー

ズ、マックスバリュ東海、ひもろぎ苑、三重県水産研究所、三重外湾漁

協、志摩磯部漁協、尾鷲農林水産事務所、熊野市、鳥羽市、志摩

市、南伊勢町、菰野町、三重県関係課 

コミュニティ形成支援 Facebookグループを活用して、採択事業者同士のコミュニケーションの促

進を図ります。 
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実証実験・社会実装に 

係る資金調達支援 

本事業の補助金（※１）の提供や、事業の推進に要する他の資金調

達手法の活用に関して支援します。 

（※１）クリ“ミエ”イティブ実証サポート事業補助金 

・採択事業者は、応募いただいた事業に応じて、以下2種類の補助金を

ご活用頂けます。 

・但し、予算は限られている為、申請額の満額が補助されない場合もあり

ます。 

・詳細は、補助金申請要領をご参照ください。 

補助金名 開発支援補助金 実証実験・社会実装支

援補助金 

対象事業 実証実験を行うための製品

を開発・改良する経費等に

対する補助 

実証実験・社会実装に

要する経費等に対する補

助 

上限 300 万円 600 万円 

補助率 １／２ １／２ 

（注）内容の調整・変更の可能性があります。 

 

８．全体スケジュール 

 

募集開始から本プログラム終了時までの、全体スケジュールは以下の通りです。 

第 1 期 募集開始 6 月 30 日（水） 

オンライン説明会実施 7 月 14 日（水）13:00~14:00 

第 1 期 募集終了 8 月 2 日（月）正午 

第 1 期 書類審査 8 月 10 日（火） 

第 1 期 プレゼンテーション審査 8 月中旬～下旬 
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※書類審査の採択通知時で具体的な日時を通知。 

※プレゼンテーション審査日の5日前までにプレゼン資料

提出。 

※プレゼンテーション審査日の前日に接続テストを実

施。 

第 1 期 実現可能性調査・審査 採択通知が届き次第、順次開始（8 月中） 

第 1 期 実証事業の開始 実現可能性調査・審査が終了次第開始（9 月～） 

第 2 期 募集開始 9 月 1 日（水） 

※第 1 期の審査状況に応じて変更する可能性あり。 

オンライン説明会実施 9 月 14 日（火）13:00~14:00 

第 2 期 募集終了 10 月 1 日（金）正午 

第 2 期 書類審査 10 月 8 日（金） 

第 2 期 プレゼンテーション審査 10 月中旬～下旬 

※日程が決定次第、ＨＰで告知するとともに書類審査

の採択通知時で具体的な日時を通知。 

※プレゼンテーション審査日の5日前までにプレゼン資料

提出。 

※プレゼンテーション審査日の前日に接続テストを実

施。 

第 2 期 実現可能性調査・審査 採択通知が届き次第、順次開始（10 月中） 

第 2 期 実証事業の開始 実現可能性調査・審査が終了次第開始（10 月～） 

第 1 期及び第 2 期 成果報告会の開催 3 月上旬～中旬 

※詳細日程が決定次第、関係者に通知。 

※成果報告会前日に接続テストを実施。 

第 1 期及び第 2 期 実績報告書の提出 3 月中旬～下旬 

※詳細日程が決定次第、関係者に通知。 

第 1 期及び第 2 期 最終の打合せ 成果報告会終了後、3 月下旬に実施 

 

 

以上 


